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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ホ
　
タ
　
ル
　
ト
　
ヒ
　
カ
　
リ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
４
４
７
Ａ

【
作
者
名
】

　
ミ
ナ
カ
ミ
ツ
カ
ナ

【
あ
ら
す
じ
】

　
蛍
は
不
思
議
な
力
が
使
え
た
。
そ
の
蛍
の
前
に
、
意
味
不
明
で
ハ
イ
テ
ン
シ

ョ
ン
な
少
女
―
―
光
が
現
れ
た
！
残
酷
な
戦
い
は
な
い
け
れ
ど
、
意
味
不
明
な

戦
い
は
行
わ
れ
る
！
は
ず
な
ん
だ
よ
ね
、
一
応
」
。
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第
一
話
　
意
味
不
明
！
（
前
書
き
）

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ッ
！

ビ
バ
★
意
味
不
明
！
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第
一
話
　
意
味
不
明
！

ち
ら
り
、
と
光
る
、
蛍
の
光
。

蛍
は
、
人
の
命
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

少
年
―
―
水
倉
蛍
は
、
町
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
「
蛍
を
助
け
よ
う
」
と
い

み
ず
く
ら
　
ほ
た
る

う
文
字
が
書
か
れ
た
、
看
板
を
見
て
い
た
。

こ
れ
以
外
に
も
、
何
枚
・
・
・
い
や
、
何
十
枚
も
の
看
板
が
あ
る
だ
ろ
う
。

町
の
小
学
校
が
書
い
た
、
看
板
。

町
が
書
い
た
看
板
。

団
体
が
書
い
た
看
板
。

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
飽
き
て
く
る
。

「
つ
ま
ん
ね
ー
の
っ
」

蛍
は
、
黄
色
が
か
か
っ
た
少
し
深
め
の
茶
色
い
髪
を
し
て
い
て
、
前
髪
が
片
方

の
眼
が
隠
れ
る
ほ
ど
長
い
。

髪
よ
り
、
深
い
色
を
し
た
眼
。

太
い
と
は
い
え
な
い
が
、
細
い
と
も
い
え
な
い
手
足
。

背
は
普
通
。

結
構
、
暗
く
見
ら
れ
る
が
、
内
面
・
明
る
い
。

だ
が
、
そ
こ
ら
の
人
ほ
ど
騒
が
な
い
。

―
―
蛍
は
、
不
思
議
な
人
で
あ
っ
た
。

蛍
に
は
、
あ
る
力
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
死
ん
だ
命
を
集
め
・
自
分
の
力
に
す
る
力
。

し
か
し
、
蛍
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
使
わ
な
い
。
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こ
の
命
を
蛍
に
変
え
て
い
る
。

「
な
ー
ん
か
、
蛍
が
命
を
蛍
に
す
る
っ
て
、
自
分
が
増
え
る
感
じ
だ
な
～
」

蛍
は
、
す
っ
、
と
川
の
ほ
と
り
に
立
っ
た
。

こ
こ
は
、
蛍
の
生
息
地
。

深
く
は
無
い
、
浅
い
川
で
あ
る
。
ち
ら
ほ
ら
と
、
蛍
が
光
っ
て
い
る
。

す
る
と
、
蛍
は
足
を
水
の
上
に
出
し
、
そ
の
足
に
体
重
を
か
け
た
。

そ
し
て
、
も
う
片
方
の
足
も
、
前
に
出
す
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
、
水
上
歩
行
っ
て
や
つ
だ
。

「
ふ
ぅ
～
～
～
・
・
・
・
・
や
っ
ぱ
、
自
然
は
い
い
な
～
～
」

と
か
何
と
か
言
い
な
が
ら
、
適
当
に
川
を
進
む
。

す
る
と
、
一
匹
の
蛍
が
蛍
に
近
づ
い
て
き
た
。

『
こ
ん
ば
ん
わ
、
蛍
君
。
元
気
か
し
ら
？
』

蛍
が
喋
っ
た
。
そ
し
て
、
挨
拶
を
し
た
。

「
あ
ぁ
、
光
山
さ
ん
。
元
気
で
す
よ
。
ど
う
で
す
か
？
蛍
は
」

み
つ
や
ま

『
し
あ
わ
せ
よ
。
だ
っ
て
い
ろ
ん
な
人
が
来
て
く
れ
る
し
、
こ
の
前
は
、
家
の

息
子
た
ち
が
、
わ
た
し
を
見
つ
け
て
、
「
お
か
あ
さ
ん
み
た
い
」
っ
て
言
っ
て

く
れ
た
し
。
ち
ゃ
ん
と
、
蛍
に
な
っ
て
も
判
っ
て
く
れ
て
た
し
。
な
に
よ
り
、

蛍
君
に
は
感
謝
し
て
い
る
わ
』

「
そ
う
で
す
か
、
よ
か
っ
た
で
す
」

す
る
と
、
ま
た
蛍
が
近
づ
い
て
き
た
。
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『
よ
う
っ
、
蛍
！
』

「
あ
、
電
気
屋
の
お
じ
さ
ん
」

蛍
は
、
オ
ジ
サ
ン
蛍
に
話
し
か
け
ら
れ
た
。

『
い
い
な
、
こ
こ
は
！
自
然
が
綺
麗
だ
し
。
し
っ
か
り
、
掃
除
も
し
て
く
れ
る

し
。
見
つ
け
る
と
喜
ん
で
く
れ
る
し
』

「
そ
っ
か
、
よ
か
っ
た
で
す
」

そ
し
て
、
ま
た
何
匹
も
集
ま
っ
て
き
た
。

『
蛍
お
兄
ち
ゃ
ん
！
こ
の
前
ね
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
来
て
く
れ
て
・
・
・
・
・
』

こ
ん
な
、
蛍
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
蛍
は
水
上
歩
行
を
続
け
て
い
く
。

そ
の
た
び
に
、
指
紋
が
広
が
っ
て
い
く
。

が
、
そ
の
瞬
間
。

「
危
な
い
よ
？
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
“
力
”
使
っ
ち
ゃ
、
ね
」

聞
き
覚
え
の
無
い
声
が
、
上
空
か
ら
降
っ
て
き
た
。

「
え
っ
？
」
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蛍
は
空
を
見
上
げ
る
。

そ
こ
に
は
、
光
の
よ
う
に
綺
麗
な
黄
色
の
長
い
髪
を
左
右
耳
の
あ
た
り
の
ほ
う

で
結
っ
た
髪
・
綺
麗
な
黄
色
の
眼
を
し
た
可
愛
ら
し
い
少
女
が
い
た
。

「
こ
ん
ば
ん
わ
ぁ
。
蛍
君
だ
よ
ね
ぇ
～
？
」

少
女
は
、
ゆ
っ
く
り
と
、
話
し
始
め
る
。

「
え
っ
、
誰
？
」

「
あ
た
し
は
、
紫
光
。
キ
ミ
と
一
緒
の
“
力
”
が
つ
か
え
る
よ
～
ん
っ
」

む
ら
さ
き
　
ひ
か
り

光
と
名
乗
っ
た
少
女
は
、
蛍
よ
り
少
し
高
い
場
所
（
も
ち
ろ
ん
、
空
中
）
で
止

ま
り
、
蛍
を
見
て
い
る
。

「
え
・
・
・
・
・
？
つ
ー
か
何
で
ま
だ
、
空
飛
ん
だ
ま
ま
？
」

「
キ
ミ
こ
そ
っ
、
い
つ
ま
で
水
面
に
浮
か
ん
で
る
気
？
こ
こ
に
い
る
皆
も
キ
ミ

の
お
か
げ
で
し
ょ
っ
？
」

「
う
っ
・
・
・
・
何
で
判
る
？
」

「
さ
ぁ
？
何
で
で
し
ょ
ー
か
っ
？
」

蛍
は
少
女
―
―
光
の
言
葉
に
詰
ま
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
言
い
返
せ
な
い
。

全
て
見
破
ら
れ
て
い
る
。

「
あ
の
さ
っ
、
キ
ミ
さ
っ
。
あ
の
ね
っ
！
」
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「
何
だ
よ
。
さ
っ
さ
と
い
え
よ
」

蛍
は
、
あ
き
れ
た
よ
う
に
言
う
。

こ
の
少
女
は
多
分
、
蛍
と
同
い
年
だ
ろ
う
。

な
の
に
、
全
然
フ
イ
ン
キ
が
違
う
。

蛍
は
１
３
歳
に
し
て
み
れ
ば
、
落
ち
着
い
た
ほ
う
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
光
は
１
３
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
幼
い
。
精
神
年
齢
は
５
～
８
歳

だ
ろ
う
。

「
キ
ミ
、
「
世
界
の
番
人
」
の
こ
と
知
っ
て
る
？
」

ル
イ
レ
ー
ゼ

「
ル
イ
レ
ー
ゼ
？
」

突
然
振
ら
れ
た
、
意
味
不
明
な
話
題
に
、
蛍
の
頭
が
「
？
」
を
浮
か
べ
た
。

「
世
界
の
番
人
」

「
意
味
不
明
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
つ
ー
か
、
オ
マ
エ
さ
っ
き
い
た
か
？
」

「
え
っ
？
瞬
間
移
動
を
し
ま
し
た
っ
！
」

「
し
ま
し
た
。
じ
ゃ
ね
ー
し
」

光
の
普
通
に
言
っ
た
言
葉
に
、
蛍
は
少
し
眉
を
ひ
そ
め
、
言
っ
た
。

「
そ
っ
？
ま
ぁ
い
い
や
。
あ
の
さ
、
世
界
の
番
人
は
ぁ
、
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
を

守
る
、
ま
ぁ
、
い
わ
ゆ
る
警
官
よ
。
で
っ
、
最
近
こ
の
中
の
一
人
・
・
・
・
誰

だ
か
知
ら
な
い
け
ど
、
ま
ぁ
、
誰
か
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
る
の
。
そ
の
人

は
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
中
で
、
二
番
目
に
重
要
な
役
な
の
」
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「
へ
ー
。
で
、
一
番
は
？
」

蛍
は
興
味
が
な
さ
そ
う
に
言
う
。

「
キ
ミ
。
命
を
保
つ
役
だ
か
ら
」

「
へ
ー
。
で
？
」

「
あ
れ
？
驚
か
な
い
？
な
ん
か
、
つ
ま
ん
な
い
っ
・
・
ま
ぁ
、
そ
の
人
は
、
キ

ミ
を
狙
っ
て
る
の
★
」

「
そ
っ
か
、
ん
じ
ゃ
、
バ
イ
バ
イ
」

蛍
は
、
こ
の
意
味
不
明
な
人
か
ら
逃
げ
る
た
め
、
話
題
（
？
）
を
変
え
、
逃
げ

る
た
め
に
前
足
を
出
し
た
。

「
う
ん
。
バ
イ
バ
イ
。
気
を
つ
け
て
ね
～
★
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
じ
ゃ
な
い
よ
。
キ
ミ
、
も
し
か
し
た
ら
、
死
ん
じ
ゃ
う
か
も

よ
？
い
い
の
？
」

光
は
、
蛍
見
た
く
水
面
に
着
か
ず
、
そ
の
寸
前
の
空
中
で
浮
か
ん
だ
。

蛍
は
出
し
た
前
足
を
引
っ
込
め
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
い
い
よ
。
別
に
」

蛍
は
、
唇
を
少
し
開
い
て
言
う
。

「
は
ぁ
？
キ
ミ
、
馬
鹿
ぁ
？
だ
っ
て
キ
ミ
が
死
ん
だ
ら
、
世
界
が
崩
れ
る
か
ら
、

キ
ミ
の
家
族
ま
で
、
死
ん
じ
ゃ
う
よ
？
」
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光
は
、
呆
れ
た
よ
う
に
首
を
横
に
振
る
。

「
あ
っ
そ
。
つ
ー
か
、
い
ね
ー
し
。
家
族
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
そ
う
な
ん
だ
。
ご
め
ん
ね
っ
。
ま
ぁ
、
ど
ー
で
も
い
い

け
ど
っ
！
」

ど
ー
で
も
い
い
な
ら
、
言
う
な
よ
。

つ
ー
か
、
ど
ー
で
も
い
い
っ
て
酷
く
ね
ぇ
？

「
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ぁ
、
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
仕
事
と
、
そ
の
人
探
し

を
お
願
い
ね
★
え
っ
と
ね
、
そ
の
人
の
特
徴
は
、
藍
色
の
膝
ま
で
あ
る
髪
・
眼

は
髪
の
色
と
同
じ
・
キ
ミ
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
背
・
黒
の
大
き
い
マ
ン
ト
に
・
ド

ク
ロ
の
刺
繍
入
り
の
黒
い
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
・
膝
ま
で
の
や
っ
ぱ
し
、
ド
ク
ロ
の

刺
繍
入
り
の
、
半
ズ
ボ
ン
。
ブ
ー
ツ
も
黒
だ
そ
う
で
」

「
そ
こ
ま
で
知
っ
て
ん
な
ら
、
名
前
ぐ
ら
い
調
べ
と
け
よ
」

「
そ
う
だ
っ
た
ね
。
ま
ぁ
、
い
い
や
。
ん
バ
イ
バ
～
イ
★
」

一
体
、
何
を
し
に
き
た
の
か
と
、
問
い
か
け
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
少
女
で
あ

っ
た
。

光
は
、
空
に
急
速
で
上
が
っ
た
と
思
う
と
、
消
え
た
。

「
意
味
判
ん
ね
ー
・
・
・
。
・
・
・
・
あ
っ
、
も
う
３
時
じ
ゃ
ん
。
ヤ
バ
イ
よ
。

新
聞
の
人
来
ち
ゃ
う
よ
」

蛍
は
せ
か
せ
か
と
、
水
上
歩
行
を
や
め
、
外
に
出
る
。
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『
バ
イ
バ
イ
★
お
兄
ち
ゃ
ん
っ
！
』

『
あ
り
が
と
う
ね
。
ま
た
来
て
ね
』

『
じ
ゃ
ー
な
、
蛍
！
』

た
く
さ
ん
の
蛍
に
見
送
ら
れ
て
、
蛍
は
そ
の
場
を
去
っ
て
い
っ
た
。

ボ
フ
ッ
ッ
、
と
ベ
ッ
ド
に
ダ
イ
ブ
す
る
。

「
あ
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
」

蛍
は
、
ご
ろ
ん
っ
、
と
仰
向
け
に
な
る
。

天
上
は
、
真
っ
白
。
蛍
光
灯
も
付
い
て
い
な
い
。

「
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
？
ア
イ
ツ
～
」

自
分
に
問
い
か
け
て
み
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
な
の
に
。

「
変
な
ヤ
ツ
だ
っ
た
ん
だ
、
ア
イ
ツ
～
」

「
そ
う
か
、
変
な
ヤ
ツ
か
。
そ
れ
な
ら
納
得
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
じ
ゃ
ね
ー
、
何
で
居
る
ん
だ
？
」

「
ひ
っ
ど
ー
い
！
せ
っ
か
く
、
ぜ
ん
ぜ
ん
仕
事
の
内
容
わ
か
っ
て
な
い
よ
う
だ

か
ら
、
来
て
あ
げ
た
の
に
～
」

と
、
光
は
頬
を
膨
ら
ま
せ
言
う
。
が
、
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ズ
ル
ッ
ッ

「
ひ
あ
っ
！
？
」

「
う
わ
っ
！
！
」

光
が
、
天
井
に
出
来
た
黒
い
穴
か
ら
滑
り
落
ち
た
。

そ
し
て
そ
の
ま
ま
、
蛍
の
真
上
に
落
下
。

「
ぐ
む
お
っ
っ
！
？
」

「
わ
っ
！
」

蛍
―
―
重
症
。
光
―
―
無
傷
。

と
言
う
結
果
で
し
た
。

「
せ
・
・
・
・
・
・
・
セ
ー
フ
・
・
・
」

光
は
、
安
堵
の
た
め
息
を
つ
い
た
。
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
、
息
切
れ
し
た
声
が

し
た
。

「
せ
・
・
・
・
・
セ
ー
フ
・
・
・
じ
ゃ
・
・
ね
ぇ
・
・
」

蛍
は
見
事
に
息
切
れ
を
起
こ
し
た
。

光
は
、
く
る
り
と
、
向
き
を
変
え
（
降
り
て
い
な
い
）
蛍
の
顔
を
見
た
。

蛍
は
、
青
白
い
顔
に
な
っ
て
い
た
。

「
大
丈
夫
？
」
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ん
な
こ
と
心
配
し
て
る
ん
だ
っ
た
ら
、
さ
っ
さ
と
降
り
ろ
。

と
言
う
顔
を
し
て
い
る
、
蛍
を
無
視
し
、
光
は
続
け
る
。

「
あ
の
ね
、
た
ま
に
戦
い
で
こ
う
い
う
と
き
も
あ
る
か
ら
、
慣
れ
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
よ
★
」

慣
れ
た
く
ね
ー
。

「
で
ね
っ
、
そ
の
戦
い
っ
て
ね
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

光
の
話
は
、
１
時
間
は
か
か
っ
た
。

そ
し
て
、
光
は
蛍
か
ら
降
り
た
。

も
ち
ろ
ん
、
蛍
は
、
生
死
の
二
択
を
選
び
そ
う
に
な
っ
た
。

ギ
リ
ギ
リ
、
生
き
れ
た
が
。

し
か
し
。

「
こ
の
家
に
、
住
む
こ
と
に
し
ま
し
た
ぁ
っ
！
」

と
い
う
、
か
な
り
最
悪
な
プ
ラ
ン
つ
き
の
。

誰
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
助
け
て
。

つ
ー
か
、
本
来
の
目
的
よ
り
、
コ
メ
デ
ィ
ー
に
い
っ
て
る
よ
う
な
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
。

「
ほ
っ
た
っ
る
～
！
テ
レ
ビ
、
見
て
い
い
？
」

呼
び
捨
て
だ
し
。
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も
う
、
オ
レ
が
蛍
に
な
り
た
い
。

そ
し
て
、
コ
イ
ツ
か
ら
離
れ
た
い
。

わ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
っ
っ
！
！

ヘ
ル
プ
・
ミ
―
―
―
―
―
―
―
―
！
！
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第
一
話
　
意
味
不
明
！
（
後
書
き
）

う
～
ん
・
・
・
・
・
・
・
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
マ
シ
な
も
の
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
！
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謎
の
料
理
！
？
（
前
書
き
）

な
ん
か
、
全
然
ワ
ケ
わ
か
ん
な
く
な
っ
た
。
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謎
の
料
理
！
？

わ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ッ
ッ
！
！

そ
ん
な
こ
と
も
、
気
に
せ
ず
、
コ
メ
デ
ィ
ー
番
組
を
見
る
光
で
あ
っ
た
。

「
・
・
・
・
オ
マ
・
・
ホ
ン
ト
に
女
か
？
」

蛍
は
、
眼
を
大
き
く
し
、
光
を
見
た
。

「
な
に
よ
ぉ
っ
！
失
礼
ね
！
女
よ
！
証
拠
で
も
見
せ
よ
う
か
！
？
」

と
言
っ
て
、
光
は
服
を
脱
ご
う
と
し
た
。

「
い
や
い
や
い
や
い
や
い
や
い
や
っ
っ
っ
！
！
！
違
う
、
違
う
！
！
」

「
ふ
へ
っ
？
」

蛍
は
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
、
後
ろ
を
向
き
、
反
論
し
た
。

「
な
ん
で
、
オ
マ
エ
は
料
理
が
つ
く
れ
ね
ェ
ん
だ
！
？
」

そ
し
て
、
よ
う
や
く
本
題
に
入
っ
た
。

「
？
？
？
？
作
っ
た
じ
ゃ
ん
」

光
は
、
ぶ
ー
、
と
顔
を
膨
ら
ま
す
。

「
コ
レ
は
、
食
い
物
か
！
？
」

蛍
の
指
差
す
先
、
ソ
コ
に
は
、
ハ
エ
が
飛
ん
で
い
る
・
真
っ
黒
・
形
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
、
（
光
が
言
う
に
は
、
「
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」
）
謎
の
ゴ
ミ
が
あ
っ

た
。

「
ゴ
ミ
！
？
失
礼
ね
―
―
―
！
！
じ
ゃ
あ
、
食
べ
て
み
な
さ
い
っ
っ
！
」

光
は
、
テ
ー
ブ
ル
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。

「
い
ー
や
ー
だ
ー
！
！
オ
マ
エ
が
食
え
！
！
」

「
い
や
っ
！
ま
ず
い
も
ん
！
！
」

「
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
！
」

「
気
の
せ
い
だ
よ
！
！
」
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「
は
い
っ
！
」

「
ぶ
っ
！
！
」

突
如
、
光
の
言
葉
が
さ
え
ぎ
ら
れ
た
。

「
お
ら
っ
、
オ
マ
エ
の
作
っ
た
『
飯
』
だ
」

「
ふ
ぬ
ー
ふ
ぬ
ー
ふ
ぬ
ー
！
！
」

光
は
、
顔
を
青
白
く
さ
せ
、
必
死
に
抵
抗
し
た
。

だ
が
、
蛍
の
力
に
よ
っ
て
、
ソ
レ
は
無
効
化
に
な
っ
た
。

「
ふ
ぬ
ー
ふ
ぬ
ー
ふ
ぬ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

―
―
―
―
―
―
」

「
？
」

蛍
は
、
光
の
顔
を
の
ぞ
い
て
み
た
。

そ
の
瞬
間
。

「
ぶ
ほ
ぉ
っ
！
？
」

「
い
え
ぇ
ー
い
★
キ
ミ
も
食
べ
て
よ
ね
★
あ
た
し
は
、
食
べ
た
ん
だ
か
ら
～
」

光
が
、
に
や
っ
、
と
笑
い
な
が
ら
蛍
の
顔
に
、
「
謎
」
を
突
き
つ
け
る
。

「
ふ
ぐ
！
？
」

し
か
し
、
光
の
力
は
弱
く
、
す
ぐ
に
押
し
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
お
げ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
・
・
・
」

蛍
は
、
す
ぐ
に
放
さ
れ
た
と
い
え
、
あ
の
「
謎
」
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
、

す
ぐ
さ
ま
、
ト
イ
レ
に
向
か
っ
た
。

「
？
お
っ
か
し
ー
な
ー
？
材
料
間
違
え
た
か
な
？
」

光
は
、
料
理
の
本
を
覗
き
込
む
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
あ
っ
、
リ
ン
ゴ
じ
ゃ
な
く
て
、
パ
プ
リ
カ
入
れ
ち

ゃ
っ
た
・
・
。
砂
糖
じ
ゃ
な
く
て
、
塩
か
ぁ
・
・
。
パ
イ
生
地
じ
ゃ
あ
な
く
て
、
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粘
土
！
？
ま
ァ
色
が
似
て
る
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
ね
★
・
・
・
焼
き
加
減
、
千

度
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た
の
！
？
・
・
・
・
・
・
清
潔
な
器
具
？
あ
ー
・
・
外
用
の

お
も
ち
ゃ
じ
ゃ
あ
だ
め
だ
っ
た
か
・
・
・
・
」

そ
し
て
、
蛍
は
、
ト
イ
レ
で
ぐ
っ
た
り
・
・
・
。

よ
う
や
く
出
て
き
た
と
き
。

「
？
？
？
？
？
？
？
？
」

蛍
の
鼻
が
動
い
た
。

い
い
香
り
？

不
審
に
思
っ
て
、
キ
ッ
チ
ン
に
行
く
と
・
・
・
。

「
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
？
」

ソ
コ
に
は
、
エ
プ
ロ
ン
姿
の
光
が
お
い
し
そ
う
な
、
パ
イ
を
持
っ
て
い
た
。

「
あ
っ
、
や
っ
と
で
て
き
た
ぁ
～
！
今
、
焼
け
た
よ
！
」

光
は
パ
イ
を
蛍
の
場
所
ま
で
持
っ
て
き
た
。

確
か
に
、
い
い
焼
き
加
減
で
あ
っ
た
し
、
い
い
香
り
も
す
る
。

た
め
し
に
恐
る
恐
る
、
パ
イ
に
手
を
伸
ば
し
、
パ
イ
を
口
に
入
れ
る
。

「
！
」

「
食
え
る
！
食
え
た
よ
！
死
な
な
か
っ
た
よ
！
！
」

「
ち
ょ
っ
と
失
礼
な
ト
コ
も
あ
っ
た
け
ど
、
ソ
レ
は
よ
か
っ
た
！
」

そ
し
て
、
席
に
つ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
。



19

「
あ
っ
、
さ
っ
き
は
ご
め
ん
ね
～
。
間
違
え
て
、
リ
ン
ゴ
↓
パ
プ
リ
カ
・
砂
糖

↓
塩
・
パ
イ
生
地
↓
粘
土
・
焼
き
加
減
↓
千
度
・
器
具
↓
外
の
お
も
ち
ゃ
で
や

っ
た
か
ら
、
ま
ず
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」

「
ブ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
！
！
！
」

蛍
は
、
飲
ん
で
い
た
お
茶
を
思
い
っ
き
り
噴
出
し
た
。

「
あ
っ
、
汚
い
！
蛍
～
！
！
」

「
な
な
な
な
な
な
な
な
・
・
な
ん
て
モ
ン
食
わ
す
ん
だ
！
！
！
」

蛍
は
、
わ
な
わ
な
と
震
え
だ
し
た
。

「
大
丈
夫
！
コ
レ
は
し
っ
か
り
や
っ
た
か
ら
！
」

「
あ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
・
・
」

蛍
の
運
命
尽
き
た
な
り
！

は
っ
ぴ
ー
え
ん
ど
★
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謎
の
料
理
！
？
（
後
書
き
）

本
来
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け
ど
・
・
・
、
コ
メ

デ
ィ
ー
？
次
回
か
ら
は
・
・
・
？
ま
ァ
・
・
い
い
や
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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